
324………訪問看護と介護 Vol.15　No.4　2010

次 号 予 告

特　集 胃ろうを選ぶことの意味
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入院中，経口摂取が困難となった方に，胃ろうが造設されることは一般的となりました。しかし，い
ざ退院の際，胃ろうケアに困難を覚えて途方に暮れる家族の存在や，摂食・嚥下機能に廃用症候群が
生じ，ただただ栄養を補給されている状態の方も少なくありません。適応のある方には有効な手段と
なる胃ろうについて，専門職それぞれの立場からの意見を特集します。

編集
後記

●今号の特集では，いま在宅の現場で訪問看護になにが求められているのかに焦点を当てました。「ニュース」
でも取り上げた「特定看護師」の制度の検討にあわせ，看護師が行なえる侵襲性の高い医行為の補助について
の検討も始まりそうです。実際に現場で活躍する読者の皆様は，特集をご覧になってどのような感想をおもち
でしょうか。萩原氏が「訪問看護の個別性」にふれていらっしゃいましたが，このようなことで困っていると
いうお話も含めて「読者の声」として FAX や E －mail で編集室までご教示いただけますと幸いです。……富岡
●3 年目となったマグネットインタビュー，本号のインタビュアは訪問看護師の乙坂佳代さんです。管理者研
修の講師も務める乙坂さんは，所長の望月さんと初対面ではありません。所長の語るステーション運営の実際に，
「それは大事なことですね」と大きくうなずく一方で，「もともと，そういうポリシーで？」と，所長の大きな
変化について語りを引き出されてもいました。語ることで確認でき，気づくことがある。それはとても価値の
あることと思いました。次号は静岡県のステーションに伺います。………………………………………………伊藤
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